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1.は じめ に

岡鹿之助(1898-1978)は 、 東京美術学校 で岡

田三郎助(1869-1939)に 師事 したのち、1925年

にパ リに渡 り、第二次大戦が勃発する1939年 まで

14年 間滞在 した。その間、藤田嗣治(1886-1968)

と親 しく交わ り、渡仏早々にサ ロン ・ドー トンヌ

に入選。その展示会場で 自作のマティエールの弱

さを実感 し、以後、油彩の画材 と技法の研究 に取

り組む きっかけ となる。藤田の初期作品や、 アン

リ・ルソー(1844-1910)、 ジ ョルジュ・スーラ(1859

－1891)な どを学び、やがて考え抜かれた構図 を

細 やかな筆致で描 く風景画 をものに した。帰 国後

は春陽会 を主な作品発表の場 として活動する。ひ

と気のない堀割、雪の中の発電所、時間が堆積 した

かのような ヨーロ ッパの城館や廃墟、そ して三色

ス ミレなどを繰 り返 し描いた。風景画のほとんど

は実景 に即 した写生ではな く、黄金比 などを利用

して幾何学的に組み合わせ られた心象風景である。

《セーヌ河畔》(fig.1)は 、1927年 に描かれ、渡

仏後の岡が新たな様式を確立 して間 もないころの

典型的 な作 品である。藤田の1910年 代 後半の、 ま

たル ソーのパ リ風景の影響 が顕著であ るが、色

彩、モテ ィーフ、構図などは岡独 自の もの といえる。

海景 とならんで、都市の河川風景 は初期の岡の重

要な題材であった。先行する 《橋》(1927年 頃、個

人蔵)と 《水 門》(1926年 、個人蔵)を 合成 した構

図で、岡が 自作 を引用 し組み合わせ なが ら作品を

作 りだすプロセスを典型的に示 している。

画面を見てみよう。画面に平行にセーヌ川が流

れている。その中ほ どに、奥か ら手前 に向か って

支流が本流に、T字 型 を作るように合流 している。

右手の船に2人 、川べ りに4人 、一段上がった土手

の上 に通行人が1人 、合計7人 の、人形の ような人

影が描 かれてい る。このうち3人 は釣 り糸 を垂れ

ている。川べ りの左 手に街路樹が3本 描かれ、笑

い を誘 うかのような枝振 りを空中に広げる。支流

の合流地点にかかる鉄橋がセーヌ本流 に平行 して

描かれ、それらの二つの水平線が画面 に安定 を与

えている。上を道路が走る土手の向 こうは煉瓦作

り、石造 りの家 々が立 ち並 んでいる。それ らは舞

台の書 き割 りの ように平面的で、屋根の稜線 を見

ると遠近法は故意に無視されていることが分かる。

全体 に、水平線 と垂直線が リズ ミカルに交錯す

る。画面 を横 に三つ に分 けてみよう。下三分の一

は、セーヌ川 と土手が支配する水平線 の世界であ

る。中ほどは、家々の輪郭や大小の煙突たちがつ

くりだす垂直線が立ち並ぶ。上三分の一を占める

空は、ふたたび、雲が横 にたなび く水平の世界に

転 じている。縦横 の直線 に混 じって、柔 らかい曲

線が二つ存在す る。中央下、支流の流路が作 る湾

曲線 と、 これに平行するように右 に描かれたクレ

ー ン車のアームである。 これらの有機 的な曲線が、

固 くな りそうな画面を心地 よくほ ぐしている。

色彩は、濃い黒褐色、薄い褐色、オレンジ、黄色、

青がバ ランス よく配 られている。たとえばオレン

ジは、船の側面、川べ りに立つ一人の服装、左上

の看板、右 の煙突の側面に用い られていて、それ

らは上部の、近づ く夕暮の反映 らしい雲の薄いオ

レンジに呼応 している。

描法は、 ごく薄塗 りである。額か らはず してみ

ると、カンヴァス も薄 く光が透過す るほ どである。

筆跡 はほ とんど残 らない。カンヴァスの地の凹凸

を生か し、細かいタッチ を重ねているのが分かる。

1927年 とい う時期は、岡に とって重要な転機 と

なった。 この新たに確立 したスタイルの淵源か ら

成 り立 ちについて探 ってみたい。

2.藤 田嗣治 と岡鹿之助

fig.1

岡鹿之助 《セー ヌ河畔》1927年 、

石橋 財団 ブリヂス トン美術館

フランス滞在中の岡に、最 も大 きな影響 を与 え

た人物 は、藤田嗣治である。親 しい交流は数年間

続いた。藤田との関わ りは渡仏前から始まっている。

1922(大 正11)年 秋 、パ リの藤田は 《私の部屋、

目覚まし時計のある静物》(1921年 、パ リ、国立近

代美術館)を 東京へ送 り、第4回 帝展 に出品 した。

東京美術学校在学 中だ った岡は、「この絵 を見 る

た め に 、 い く ど も文 展 に 通 っ た 」1)ら し い 。 岡 は 、
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岡田三郎助 と小 山内薫の藤 田への紹介状 を持 って

渡仏す る。「他 の画家 には会わな くて も藤田 さん

だけには会いたい と思った」2)とい う。

1925年2月1日 、岡はパ リに到着 した。 日本大使

館近 くのオテル ・アンテルナシ ョナルに、のちオ

テル ・ド・パ ンテオ ンに南城一夫(1900-1986)

と と もに滞在する。 どちらも日本人が よく使った

ホテルである。2月17日 、 岡は藤田 と初めて会 う。

4月21日 、 ドランブル街5番 地のガレージを改装 し

た画室 に移 る3)。こ こは以前、藤 田が使 っていた

画室だった。

岡家には、岡鹿之助が滞仏 中、東京 にいる家

族あてに送った約200通 の書簡が保存 されている。

その一部が、1998年 に刊行 された岡鹿之助文集 『ひ

たす ら造形のことばで』に、 また、2008年 にブ リ

ヂス トン美術館で開催 された岡鹿之助展の展覧会

カタログに収載 された。その うち、1925年 か ら27

年 にかけての書簡 に藤 田が頻出する。い くつかを

見てみ よう。到着後1カ 月で まだホテル住 まいだ

った1925年3月6日 付書簡には、以下のようにある。

藤 田氏への許へ はよく伺ひます。藤田氏 も私

の所へ来て下 さいます。いつ も数時間、芸術に

就 いて話 し合ひます。曾て学校 に対 し、先生に

対 して抱いて居 た私の考へが茲 に来て、藤田 さ

んに会つて、初めて新 しい力 となつて参 りまし

た。私は今 自分が芸術家である喜 びを感 じて居

ります。仕合せで御座 ゐます。藤 田さんはフラ

ンスに来た初めの頃(今 から十年前)の 画 まで

取 り出 して、そ して、漸 く今の天地 を創つたま

での苦 しい過程 なぞ、まざまざと話 されました4)。

藤 田はア トリエに残 されていた旧作 を惜 しみな

く岡に見せている。多数あ ったはずの旧作の中で、

岡が1910年 代 の作品に言及 していることに注意 し

たい。

1925年8月1日 付書簡では、藤 田か らキュビスム

を学 んだ ことが語 られている。藤田は1910年 代 半

ば、キュ ビスム風の作 品を残 した。 自分 の通過 し

てきたプロセスを後輩 ・岡に伝 えようとしている。

藤 田先生のお陰で先生が三月かゝ つて研究 し

たキ ュービスム(立 体派)を 私 は一 カ月で大

体終 りま した。 まことにまこ とに得 る所甚大

で、 これ を知 らず しては現代の絵画は解 りませ

ん。絵 に対する私の考へが全然一変 したと同時

に、故国の洋画壇 に行われて居 る所謂新傾向の

絵の余 りに出鱈 目なるに只 々驚 き入る次第であ

ります。(中 略)
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藤田先生は、昨 日も亦今 日も来られま した。
一週に少 くとも一回

、多い時は三回見えますが

(私 は先生 の許へ は月二 回位の訪問)、 その間に

手紙が盛んに参 ります。一週 間 も手紙が来ない

時 に訪れる便 りの中には、大変御無沙汰 したが、

御変わ りはあ りませ んかなぞ と云つて来 られま

す。

昨 日は四時間に亘つて、芸術家たるものの生

活の本義 を論ぜ られ、聴いて居 る私は、全 身の

戦 きを禁 じ得 ませんで した。

藤 田氏は日本人画家の許へ は殆んど訪問せ ら

れぬ由で、君の ところへ来る位の ものだ との事

で した5)。

藤 田が この ドランブル街5番 地の ア トリエを使

用 したのは、1917年 か ら24年 までのことである。

第一次大戦末期か ら、「乳 白色の下地」 と線描 に

よって画壇で評価 を確立するまでの間にあたる。

藤田はこのア トリエに強い愛着があったのだろう。

だからこそ頻繁 に岡をそのア トリエに訪ねたので

はないだろうか。

1925年10月24日 に は、藤 田に連れ られてモンパ

ルナスのヴァヴァン画廊でパ ウル ・ク レーの作品

を見ている。また、11月17日 に ア トリエにやって

きた藤 田は、岡の 目の前で、1時 間あ ま りでその

画室の一隅を小 品に描 き岡に進呈 した6)。藤 田の

可愛が りようは、 目を見張るばか りである。その

要因はよく分か らないのだが、東京生 まれ、文学

者を近親に持つことなど共通点があ り、馬が合 っ

たのだろ う。藤田は後年、「僕は岡君 の絵 の地味

なような所が非常に好 きだった」7)と 語 っている。

この年秋のサ ロン ・ドー トンヌに、藤田に勧め

られて岡は風景画を出品 した。後年繰 り返 し語る

ところの、展示会場で 自作のマテ ィエールの弱 さ

を実感するのはこのときである。堅固なマティエ

ールの追求
、新 しいスタイルの模索が始 まる。

翌1926年 、6月 か ら9月 にかけて、岡はブル ター

ニュ半島北岸の トレガステルに滞在 した。 この と

き新 しい様式への手掛 か りを得ることになる。滞

在中に制作 した 《信号台》(目 黒区美術館)が その

自信作で、秋、サ ロン ・ドー トンヌに入選する。

1927年 春、《海》を制作 した。5月29日 付書簡には、

以下のようにある。

本 日、四十号 の大作 『海』 を完成いた しまし

た。巴里 に来て以来、初めての会心の作 で御坐

ひます。昨夏、 トレガステルの仕事 と較べて見

て、大いなる進歩の跡 を見出す事が出来まして、

湧 き出る喜 びの情 を禁 じ得 ませ ん。(中 略)た



またま、昨 日藤田先生が来 られて、『海』 を見て、

大いなる好評 と激励の言葉 とを置いて行かれま

した8)。

この 《海》は、完成後 まもなく、パ リで岡のパ

トロンとなった薩摩治郎八(1901-1976)が 購 入

す る。薩摩の手許からその年の11月 、 サロン ・ド

ー トンヌに 《セ レニテ》の題名で出品される。 さ

らに第二次大戦後、《滞船》(fig.2、1927年、所在不明)

と改題された。後年、岡は迷いが生 じたとき、不

調に陥ったときに、繰 り返 しこの 「セ レニテ」 を

原点と位置づけて振 り返 っている。岡にとっての

最重要作 品だが、現在 は所在不明、再発見が待 た

れるところである。

岡の藤田への感情が微妙 に変化するのは、岡の

滞仏3年 を過 ぎようとす る頃である。岡は藤田へ

の敬意や感謝 の気持 ちを生涯忘 れることがなかっ

たが、二人はあまりに対照的な性格だった。1927

年12月21日 付 書簡には、以下のように書かれてい

る。

藤田先生 とは相変わらず親 しくは してを りま

すが、私の心が次第に先生か ら遠 ざかって行 く

様な気が します。それは二人の性格が ひどく違

っているか らです。殊に近頃、先生の生活は乱

棒 な様な気 さへ します。 日本で云 えば鎌倉 とで

も云 うべ き平俗 な海岸で、真赤な水着 を着て、

広告用の身の丈ほどの鉛筆を持ちあるいて写生

したので、人気 の中心になって巴里 の新聞、雑

誌に写真が出ました。そうか と思 うと近頃は耳

輪 をはめました。オペ ラ(座)で 柔道着 を着て

余興 をしました。私が静かな事が好 きなの を、

そう引込んでいては駄 目だ とばか り、いためつ

け られるのには閉口です。最近は絵 に対す る意

見の相違 もあ りま した。絵の中に詩があっては

文学 になるから純絵画 とは云われん、 と云 うの

です。私は どんな もので も大芸術 に詩のないも

fig.2

岡鹿之助 《滞船》1927年 、所在不明

のはない と例 まで引いて見せるのですが、詩 は

文学だ と思い込んぢまってい るので、先生には

判 らないのです。従 って君の絵か ら、その詩情

を早 く捨 てちまへ と云 はれます。これは困 りも

のです。その くせ、先生 の初期 の作品には心憎

いほどの奥ゆか しい詩が溢れているのですのに9)。

こ こで もまた、岡は藤 田の 「心憎いほ どの奥ゆ

か しい詩が溢れている」「初期 の作 品」 に触れて

いる。1920年 代後半の二人の作 品を較べてみると、

共通点を見出すのは難 しい。岡は一貫 して藤田の

1910年 代 の作 品を支持 しているのである。藤田の、

モ ンパルナスのエ ドガー ・キネ広場 を描いた 《巴

里風景》(fig.3、1918年 、石橋財団ブリヂス トン美

術館)や かつてのパ リ城壁跡 を描いた 《パリ風景》

(fig.4、1918年 、東京国立近代美術館)な どの憂愁

感あふれる風景画が、岡の心 をとらえた。林洋子は、

「岡は藤 田の油絵 らしくないマ ティエール、そ し

てビデオでス トップモーシ ョンをかけたような、

フリーズ した ような物寂 しい風景表現を受け継い

でいる。これはまさに藤田作品の現物や画家本人

に接 した結果といえるだろう。」10)と指摘 している。

岡が藤 田の初期作 品か ら受け取 った影響は、第

fig.3

藤 田嗣治 《巴里風 景》1918年 、石橋財 団

ブリヂス トン美術館

fig.4

藤 田嗣治 《パ リ風 景》1918年 、

東京 国立 近代 美術館
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一に
、パ リの周縁部に見出 した画題である。岡 も

パ リ郊外 の風景を繰 り返 し描 くことになる。第二

に、19世 紀 以降の フランス美術の俯瞰図である。

岡は、藤 田は 「私に とっては近代絵画に 目を開い

て くれた最大の恩人である」11)と語 っている。近

代美術全体を見通す眼差 しを学んでいるのである。

フォーヴィスム、キュビスム、抽象絵画 など20世

紀 美術 の様々な潮流 を教え られ、藤田が 「乳 白色

の下地」に 日本画の面相筆 を用 いて描 く独 自の表

現 を築 き上げる過程 を知った岡は、 自己に忠実な

ス タイルを確立 させ ることの重み と意義 を学んだ

のである。

岡の風景画 にあって、藤田のパ リ風景にない も

のは、清澄 な明るさだろう。これは、おそら くア

ンリ ・ルソーの影響か らもた らされている。次に、

ルソー と岡の関わ りをみてみ よう。

3.ア ン リ ・ル ソ ー と岡 鹿 之 助

岡は第二次大戦後、アンリ ・ルソーについて数

多 くの著述 を発表 し、 日本におけるルソー研究の

足が か りをつ くった。特 に、優 れた業績 は、「ル

ソー構図の卓抜 さに着 目し、それを精密に分析 し

ている」12)点で ある。

岡はおそらく藤田を通 じて、ルソーを知 ったの

だろう。藤田による1910年 代 後半のパ リ風景の原

点にルソーがあることは、すでに定説化 している。

渡仏後間 もない藤田は、パ ブロ ・ピカソのア トリ

エで初めてルソー作品を見せ られて驚愕 した。「絵

画とい うものはか くも自由なものだ」 と 「目を開

いた」 と後年、記 している。藤 田のルソー体験は、

繰 り返 し岡に語 られたことだろ う。パ リの入市税

関職員だったルソーは、1890年 代 以降、かつて 自

分の職場だったパ リの周縁部 を描いた。そ うした

画題 を1917年 か ら18年 頃の藤 田は手が けている。

ルソーか ら藤 田へ、藤田か ら岡へ と、パ リ周縁部

の風景は受け継がれてい く。

fig.5

ア ン リ ・ル ソ ー 《パ リ郊 外 》1896年 、 個 人蔵
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今井敬子は、岡がルソーの画題 と構図法 に学 ん

だことを、次のように指摘 している。

岡鹿之助 の作品には、ルソーの作 品に学 んだ

画題が見 られる。近代社会 を支 える物流の要 と

しての川辺の風景がその代表例 である。鉄橋や

クレーンな ど、幾何学的な線のモテ ィーフを中

心に置き、自然 と人工物が混在する郊外の風景

にアクセ ン トをもたらす構図法について、岡は

ル ソーの絵からヒン トを得 たと思われる13)。

遠 藤望 も以下のように述べる。

岡鹿之助 もまた1910年 代 後半の藤田にそっ く

りの風景画 を描 くとともに、 またル ソー風の素

朴 な風景作品 を試みた。《セーヌ河畔》 にお け

る樹木、 また空に浮かぶ雲 にルソーへ の強い憧

れが見 て取れる。この時期、海老原 と岡は、同

じように海浜風景をそれぞれ素朴な画風で試み

ている14）。

この 《セーヌ河畔》は、ルソーに傾倒する岡の

姿 をもっとも彷彿とさせ る作品である。ルソー も

また、セーヌ川をたびたび描いた。試みに、画題

の選び方 と構 図について、ルソーの 《パ リ郊外》

（fig.5、1896年、個人蔵）、《エ ッフェル塔 と トロカ

デロ宮殿の眺望》(fig.6、1896－98年 、ポーラ美術

館)と 比較 してみ よう。《パ リ郊外》では、手前

のセーヌ川が画面に平行に流れ、中景の対岸には

家 々が立 ち並んで短い垂直線 を踊 らせてい る。川

に釣 り糸 を垂 らしている人物がいる。3本 の樹木

が左右 に枝を広げている。空 を大 きくとって、明

るい雲 をい くつ も飛 ば している。家屋の輪郭 を見

ると、幾何学的遠近法に則 っていないことが分か

る。ルソーは遠近法 を理解 しなかったらしい。《エ

ッフェル塔 とトロカデロ宮殿の眺望》では、セー

ヌ川にかかる橋が太い水平線を形作っている。ル

fig.6

ア ン リ ・ル ソ ー 《エ ッ フ ェ ル 塔 と トロ カ デ ロ宮 殿 の 眺 望 》

1896-98年 、 ポ ー ラ 美 術 館



ソーは橋 を真横 から臨む水平の構 図を好 んだ。橋

脚が刻む リズム も心地よい。やは り釣 り人がいる。

鮮やかな夕映えが雲 と川面 を染めてい る。画題 と

構図において岡がル ソーに拠 っているのは明 らか

である。

また、筆触について もル ソーとの類似 を見るこ

とができる。岡は、ルソーの筆触について、次の

ように述べている。

して、短い筆触で少量の、油分の少ない絵具 をこ

す りつけながらかす らせ て描いてい く方法である。

この技法は、新印象主義 よ りもむしろルソーに近

いといわねばならないだろう。

さらに、部分 ごとに描 き上げていったという岡

の伝説的な描法 も、ルソーに通 じるものがある。

ア トリエのルソーを写 した写真(fig.7)に 関 して、

岡谷公二は次のように述べている。

特別な感情 を筆法に託 していない。む しろた

どたどしい程の、誰に も親 しみやすい筆触であ

る。い ささかの衒のない素朴 な心持が、速度の

ゆるやかなタッチに実 によ くマッチしている。

画家の性格 と筆触の遅速の度 については、 ま

たの機会に譲 るが、ルソーの筆触は短 く、そし

てふ くらみを持つ。彼の素朴 さはむ きだ しであ

る15)。

「親 しみやすい筆触」「速度のゆるやかなタッチ」

「筆触は短 く」は、その まま岡の作品 を語 ってい

るかの ようだ。岡の点描 のス タイルは2年 間の苦

闘の末に獲得 したものだが、その源流の一つにル

ソーがあるといえるだろう。 岡は自身の点描技法

については、以下のように振 り返っている。

《ブ リュメルの肖像》 と未完成のこの絵(《 詩

人 に霊感 を授 けるミューズ(カ ーネーシ ョン)》

1909年 、バ ーゼル美術館)を 前 にして、仕事着

姿のルソーの立 っている写真が残 っている。 ル

ソーの説明通 り、背景 は完全 に仕 上が ってい

るのに、 アポ リネール とローラ ンサ ンの部分

は、輪郭線が素描 されているだけで、カンヴァ

スは白いままだ。職人が煉瓦 を一つ一つ積み上

げてい くような、あるいは 「女が刺繍するとき」

のように、至極 ていねい に 「一センチ四方ずつ

描いてゆ く」ルソーの方法がわかって興味深い。

ドローネはこの ような方法 を 「宮殿や修道院の

壁に絵 を描いた人たち、細部をただの一つ もお

ろそかに しなかった中世の彩色挿絵画家たちの

方法」(「わが友アンリ ・ルソオ」)に比 している17)。

美術学校時代 に、私は師の岡田三郎助先生 か

らいわれたものだ。「君 は筆 さばきが弱い」、あ

るいは 「筆 がたたない」 と。(中 略)印 象派 か

らフォーヴに下るまで、つねに画面 を支配する

大 きな力 として筆勢の見事 さが重要視 され、巨

匠の資格に結びついていたのである。(中 略)

学 校 を出て まもなく渡仏、パ リに学ぶことに

なったのは1925年 の ことだが、は じめの二年間

というものは、私 自身にとってもっともふさわ

しい表現方法 をただひたすたに模索 して過ごし

た。その結果、得たのが点描 による表現であった。

筆勢 をもったはなばなしい筆 さば きの手法には

練達の腕が必要だが、無機的な点 を重 ねた り繰

り返す方法は、いってみれば子供 にで もで きる

ことである。 しか し私 にはこれが自分のテクニ

ックとして一番 自然なばか りか最上の方法 と考

えられたのであった。私は点描による制作 をこ

つこつ とは じめていた16)。

他 の画家 にはほとん ど見 られない部分毎 に描い

てい く技法について、岡はその原点を明 らかに し

ては くれない。2年 間の模索 の末 に獲得 した もの

だが、その参照元 にルソーがあった可能性がある

のではないだろうか。岡がルソー を語 るとき構 図

の卓抜 さに言及することが多いのだが、その茶色

の下地にも触 れてお り、ルソーの技法 にも強い関

心 を持 っていたのは確かである。 こつこつ と短 く

確信的なルソーの筆触 も、岡は愛 したに違いない。

岡は、「作品の内奥 か らに じみ出 る醇朴 さや愛

情ぶかさに もまして、アンリ ・ル ソーの芸術の偉

大 さはセ レニテ(清 澄 なる静謐)に あると私は思

うのである」18)と述 べる。構 図、筆触に大 き く拠

っているのだが、岡はルソーを 「セ レニテ」のひ

「子供 にで もで きること」 とい う表現がルソー

を想起 させ る。パ リで 「日本のスーラ」 とも評さ

れたが、岡の点描 は、視覚混合 を徹底的に追求 し

たスーラやポール ・シニャックの表現 とはまった

く異なっている。カンヴァスの細かな凹凸を生か

fig.7

ア トリエ の ア ン リ ・ル ソ ー
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と言で言い切っている。 この言葉は、岡の作品に

もふ さわしいものといってよいだろう。

4.岡 鹿 之助のモ ンタージュによる作 品づ くり

ルソーの影響が色濃 い 《セーヌ河畔》の構図を、

他の岡作 品との関係で眺めてみ よう。 この作品は、

《橋》(fig.8、1927年 頃、個人蔵)と 《水 門》(fig.9、

1926年 、個人蔵)の 合成である。

《橋》 は、岡が身辺から離 さず、1939(昭 和14)

年 に帰朝 した際に持ち帰 った作品の中の一点であ

る19)。こ れまで、制作年 を 「1927-28年 頃」 とさ

れ るこ とが多か ったが、筆者 は1926年 あ るい は

1927年 の 前半 に描 かれた と考 えてい る。 筆触が

1927年 以 降の もの より荒々 しく、構図が1927年 と

いうサインのある 《セーヌ河畔》の祖型 となって

いるか らだ。前述 したT字 型の流路 は この 《橋》

を出発点 とすることは間違いない。

岡は、画面に強固な水平線 を入れ ようと考えた。

そこでセーヌ川を画面 に走 らせ、さらにそれに平

行す る橋 を加えようとした。それを成 り立たせ る

ために、岡はT字 型の流路 を考 え出 した。 しか し

その ままでは、支流の流れを描写することによ り、

画面 に奥行 きが生 じて しまう。画面 をフラッ トに

保つために、あるいは支流上の空間をさけるため

に、岡は支流 を大 きく左 に湾曲させて視界から消

して しまうことを思いついた。存在感のある垂直

線 を加 えるために、背景に煙突が描かれた。こう

して 《橋》が誕生する。後述する ように、 このT

字 型流路は岡が繰 り返 し使用する造形 アイテムと

なった。

《水 門》 は、1926年11月 の サロ ン ・ドー トンヌ

出品作 と推定 されている。おか しみを湛えたクレ

ーン車 のアームが描かれている。対岸の家並みは

平面的である。 この作品は ドランブル街のア トリ

エ を飾 り(fig.10)、 また後年になって もそのヴァ

リエーションを繰 り返 した。同構図の作品に、《河

岸》(1960年 代、早稲田大学會津八一記念博物館)、

《水門》(1968年 頃、ポーラ美術館)が ある。

《橋 》 を大 きくふ くらませて、点景 に 《水 門》

を組み込むことによって、岡は 《セーヌ河畔》の

構 図を創 り上げた。

岡の第一次滞欧時代14年 間の画業の全貌 は分か

っていない。約100点 が 描かれた と筆者は推定 し

ているが、その多 くはフランス、スイス、ベルギ

ーで売却 され散逸 していて、その全体像をむすぶ

のは難 しい。 岡が亡 くなる1978(昭 和53)年 に美

術出版社か ら刊行された 『岡鹿之助画集』 は、岡

自身が編集に深 く関与 していると思われ、1925年

か ら1977年 までの作 品が335点 掲 載 されているの

fig.8

岡鹿之助 《橋》1927年 頃、個人蔵
fig.10

パ リ、 ドラ ン ブ ル 街 の ア トリエ

fig.9

岡鹿 之助 《水門》1926年 、個 人蔵

fig.11

岡鹿之助 《橋》1948年 、横 浜美術館
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だが、第一次滞欧期の作 品は43点 に過 ぎない。今後、

滞欧作が発見 されていけば、この実 り多い時期 の

様相が次第に分かって くるだろう。《セーヌ河畔》

のヴァリエーシ ョンがあった可能性 も高い。

第二次大戦後 まもな くの1948(昭 和23)年 、 岡

は 《橋》(fig.11、1948年 、横浜美術館)を 第25回

春 陽会展で発表する。 ここでは、本流 の流れは切

り取 られて見えないのだが、T字 型流路が作品の

構造 を決定 しているのは明 らかである。橋は右 に

ず らして、やや斜めになる。川べ りには堅固な建

物が建 ち並 んでいる。そ れ らのフ ァサー ドは人

間の顔を思 わせ る趣がある。7本 の電柱 が力強い

垂直線 を形作 る。《セーヌ河畔》 にあった煙突 は、

物見櫓 に変わってい る。雲が柔 らか く散 らされた

空には、やは り清澄な明るさが漂 う。

この 《橋》 に満足 したか らか、あるいは逆 に物

足 りなさを感 じたからなのか、翌1949年 、岡は 《橋》

に窓枠 をはめ込んだような 《窓》(fig.12、1949年 、

愛知県美術館)を 制作 し、第26回 春 陽会展 に出品

す る。窓枠 を設定することで、画面下部に水平線

を置 くことがで き、 さらにもう一つのお気 に入 り

のモティー フ、花 を近景に置 くことができた。窓

と近景の花や植物は、《滞船》(fig.2)以 来 、やは

り繰 り返 し試みる構 図法である。近景 の花に呼応

fig.12

岡鹿之助 《窓》1949年 、愛知県美術館

fig.13

岡鹿 之助 《波止場》1954年 、個 人蔵

す るように画面は より明る くな り、電柱が少 な く

なって、煙突が復活す る。この 《窓》で、都市の

河川風景の変奏 はひ とまず完了する。その後、い

くつかの例外をのぞいて、河川風景は描かれな く

なった。替わって、発電所、雪景、廃墟、群落 な

どのモティー フが 岡のア トリエに入 り込んで くる

のである。

一方
、《セーヌ河畔》 の右下 に描かれたク レー

ン車 と船の組み合 わせ は、1954(昭 和29)年 の 《波

止場》(fig.13、 個 人蔵)に 堂々とした力感溢れる

姿で再登場す る。船上で立ち働 く人間の姿が描 き

込 まれ、複数の クレー ンは作動 中のようだ。それ

でいて騒が しさが ない。む しろ音 のない世界を描

いているようで、岡の特徴が よくあらわれている。

5.む す び

《セーヌ河 畔》 を軸 に、岡に流れ込んで きた も

のと、そ こか ら岡が生みだした展開を見て きた。

最後に岡鹿之助の絵画の特質 をまとめてお こう。

まず第一に、幾何学的遠近法 と空気遠近法 を無

視す ることによって生 じる平面的な不思議な空間

である。岡が描 く建物 は多 くの場合、正面観 をとる。

側面や建物の稜線 をたどっても、消失点が一つ に

結ばれることはない。複数の視点が とられること

も少 なくない。全体が短い一様なタッチで被われ

ることによって、 この心地 よい画面 をつ くってい

る。これはルソーに学んだ ものが大 きい とい える

だろう。

第二に、素朴で清澄な明 るさである。岡はその

ときどきの苦悩 を作品で弱 々しく吐露することは

ない。むき出 しの感情 を控 えた節度 を備 え、つね

に明るさを画面 に充満 させ ることを、厳 しく自分

に課 している。自らを律する振 る舞いは、佐賀藩

士の血を引 く武士道精神につながるか も知れない。

第三に、時間が止 まったかのような無時間性、

あるいは永遠性である。岡が描 く風景 は、わずか

な例外 を除けばどこにもない静謐な心象風景であ

る。透明感溢れ る詩情 を漂 わせなが ら、人間が生

きる現実 とは異 なる絵画世界 をつ くりだ している。

これは、前述 した ようにルソーや藤田のパ リ周縁

部の都市風景か ら引き継いだ ものである。

第四に、 自己の作 品か ら紡 ぎ出す変奏、 ヴァリ

エーシ ョンの豊富 さである。岡は自作 を様 々なア

プローチでリメイクしたが、リメイクするに従っ

て より豊かな構成、 より厚みのある構成を作 り出

していった。それ らは単 なる再制作 とは違 う。創

造することの新鮮 さが失われないのである。

第五 に、長い時間をかけて次々に化学変化 を生
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じさせ てい く運動体の ような画業である。《セー

ヌ河畔》から横浜美術館所蔵 の 《橋》 まで、21年

間の時間が横たわっている。気に入 った題材 を引

き出 しの中にしまって長い時間熟成 させ た末に、

もう一度取 り出すのである。

こうした特質はどれもが、1927年の 《セーヌ河畔》

にすでに明瞭な姿であ らわれている。渡仏後2年 間、

岡は自己に忠実であるべ き様式 を模索 した。1926

年 夏 に旅行先の トレガステルで手掛か りをつかみ、

翌年春 に 《滞船》で 「1927年様 式」 とで もいうべ

きものを完成させる。 このとき岡は29歳 で あった。

これ を原点 として、制作 に邁進す る生涯 に、その

スタイルは大 きく変化することはなかった。1927

年 様式 のヴァリエーシ ョンを、岡は奏で続けたの

である。

再 録:岡 鹿 之 助 『フ ラ ンスの 画 家 た ち』 中 央 公 論

美 術 出版 、1974年 、p.139.

16） 岡鹿 之 助 「ヴ ィル テ ュ オ ジ テ(巨 匠 ら し さ)の 否

定 か ら」 『世界 の 巨 匠 シ リーズ ・ス ー ラ』 （月 報 ）、

1968年 。 再 録:岡 鹿 之 助(田 辺 徹 編)『 フ ラ ンスへ

の 献花 』 美 術 出版 社 、1982年 、pp.151-152 .

17） 前 掲註12)、pp.253-254.

18） 岡 鹿 之助 「口絵 解 説 ア ン リ ・ル ソー作 《森 の 中 の

散 歩 》」 『美 術 手 帖』1949年4月 号 、p.57。 再 録:前

掲 『フ ラ ンス へ の献 花』p.209.

19） 岡 鹿 之助 の 令弟 ・故 岡畏 三郎 氏 の ご教 示 に よる 。
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